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  北海道の３４箇所の登山口で新しいトイレマップや 

マナーガイドを配布、トイレ紙やゴミを拾う清掃登山を 

行いました。今回で１３回目です。 

 参加者は８８名と多くの人が活動に協力してくれまし 

た。トイレマップ６１３部、マナーガイド２６９部、マ 

ナーカード２１４枚、マナー袋１,９８５袋を配布する 

ことができました。 

 今回は、新しく作成したトイレマップの趣旨、トイレ 

紙の持ち帰りなどを登山者に呼びかけました。みなさん、 

好意的に受け取ってくれました。 

  しかし、美瑛富士避難小屋の周辺ではトイレ紙を６０ 

個回収、まだ道半ばとの印象です。今後も継続して実施 

していきますので、ご協力宜しくお願いします。 

２．山のトイレマップ作成（2013.7.16） 

恵庭岳でのトイレデー 

山のトイレを考える会 代表：岩村和彦 

 念願だった新しい山のトイレマップが完成しました。 

 大雪山・十勝連峰・利尻山・知床（羅臼岳）にターゲットを 

絞ったものです。トイレの位置、携帯トイレ回収ＢＯＸの位置、 

携帯トイレブースの位置、そして特にトイレの無い野営地を明 

示して、携帯トイレを使用するようお願いするマップとなって 

います。 

  編集・デザイン・図版作成・ＤＴＰは、北海道夏山ガイドの 

著者である菅原靖彦氏がボランティアで作業をしてくれました。 

  

 第１４回山のトイレフォーラムが札幌市ボランティアセン 

ター（リンケージプラザ）で開催され、４３名の参加者を迎え 

て行われました。 

テーマは「現場に学ぶ！山のトイレの維持管理」です。 

 北海道のトイレ事情について下記の方から各山域毎に報告 

があり、意見交換しました。 

（報告１）山小屋の管理  竹本勝氏（元銀嶺荘管理人） 

（報告２）知床・羅臼岳  山口和男氏（自然環境ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 

（報告３）利尻山     吉田敏光氏（利尻富士町） 

（報告４）黒岳トイレ   端場強実氏（上川総合振興局） 

（報告５）大雪山・山小屋 佐藤文彦氏（風の便り工房） 

（報告６）アポイ岳    車田利夫氏（アポイ岳ﾌｧﾝｸﾗﾌﾞ） 

 その他、空沼岳万計山荘トイレ、夕張岳ヒュッテのトイレ 

の報告もあり、盛りだくさんの内容となりました。 

 資料集、議事内容は当会のホームページに掲載されていま 

す。また資料集の入手希望の方は当会事務局にご連絡くださ 

い。一冊６００円となっています。 

ニュースレター 

山小屋の維持管理について講話する竹本氏 

新しい山のトイレマップ 

   

※本マップは全労済地域貢献助成事業の助成金で                       
作成しました。入手希望の方は当会事務局にお申
込みください。団体等での使用・配布も歓迎しま
す。無償で送付いたします。 
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  仲 俣 善 雄 

 黒岳のバイオトイレは2003年9月19日に運用開始さ 

れました。オガクズを利用したバイオトイレです。 

 電源はソーラー発電、風力発電のほか発動発電機も使 

え、蓄電池を備えたハイブリット自家発電です。 

 予測最大利用者数は４室合わせて１日２００回です。 

 2004年の本格運用開始早々から利用者数が予測値を 

大幅に超える日が続き、オガクズのバイオ処理が追い付 

かず、年５回ほどのオガクズ交換を余儀なくされ、上川 

総合振興局はじめ関係者の大変なご苦労が続いています。 

 オガクズ（屎尿）の掻き出し・運搬作業に当会からは 

８月２７日に２名参加しました。 

 防護服やカッパは着ているのですが、屎尿まみれの重 

労働。１０月２日にヘリで全て下界に搬出されました。 

 バイオトイレの改良について検討していますが、コス 

トや実施した後の保証の担保など課題が多く、関係者は 

頭を悩ましています。 

  ４．黒岳バイオトイレのオガクズ掻きだし 
  作業に参加（2013.8.27） 

掻き出したオガクズ（屎尿）を運搬する 

６．幌尻山荘排泄物担ぎ下ろしに協力 

          （2013.9.21～23） 

７．山開きでマナー袋を配布 

 （十勝岳：2013.6.16・大雪山：6.30） 
 

 日高山脈ファンクラブ（樋口和生会長）主催の幌尻山 

荘排泄物担ぎ下ろしに、当会の会員も参加しました。 

 幌尻山荘では、屋外にバイオトイレが１基、貯留式仮 

設トイレ２基、山荘内に貯留式１基が設置されています。 

 バイオトイレの電力は水力発電です。以前の発電機は 

故障が多発し利用できない日も多かったのですが、日本 

製に取替えてから順調に稼働しています。 

 今回は、全日程参加者１９名、日帰り参加者２２名の 

総勢４１名で幌尻岳の清掃登山、排泄物汲み取り運搬作 

業を実施しました。人力運搬総量は４２０ｋｇ。全ての 

便槽が空になりました。 

 ２００５年開始したこの事業は年１～３回実施してい 

ますが、今後ともボランティアで継続実施する保証はで 

きません。現在一泊１,５００円の利用料を値上げして登 

山者に負担してもらい、ヘリ搬出費用や人件費を捻出す 

ることも検討課題として上がっているようです。 

 8月１０日、ＦＭノースウェーブに仲俣、８月２４日、 

ＨＢＣラジオに岩村代表が出演しました。 

 また、８月２日、北海道新聞、そして８月４日は朝日 

新聞に新しいトイレマップの完成についての記事が掲載 

されました。さらに９月２日、北海道新聞の社説に「携 

帯の持参を習慣に」と題して掲載され注目を浴びました。 

 マスメディアでの広報は大きな効果が期待されます。 

これからもいろいろな機会を捉えて、ＰＲしていきたい 

と考えています。 

５．マスメディアで山トイレ問題をＰＲ 

  （2013.8.2～9.2） 

 十勝岳の山開きは４コース、大雪山山開きは３コース 

で実施されました。 

 それぞれの主催者に山のトイレマナーガイドとマナー 

袋を170部送付し、参加者に配布していただきました。 

 主催者側からも感謝され、前日の宿泊所で山のトイレ 

マナーについて説明、情報提供を実施していただきまし 

た。 

排泄物を担ぎ額平川を渡渉する 


